	文教福祉委員会会議録　

	開会日
	平成２５年６月１８日（火）午前１０時００分　　

	閉会日
	平成２５年６月１８日（火）午前１１時５５分

	場　所
	長久手市役所西庁舎　２階　第７・８会議室

	出席委員


	委員長　  原田秀俊
副委員長　　岡崎つよし

委　　員　　加藤　武、川合保生、佐野尚人、すえ規代、

吉田ひでき

	欠席委員
	な　し

	欠　員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	市長　田一平

市民生活部次長兼市民課長　川本宏志

安心安全課長　田弘美

課長補佐　古橋　剛

福祉部長　伊藤　泉

次長　三浦　肇

福祉課長　中西直起　　　

主幹　中野雅夫

施策推進係長　伊藤　愁

長寿課長　加藤孝之　　　　

課長補佐兼いきいき長寿係長　水野敬久

主任　伊藤雄亮　　

子育て支援課長兼相談室長　福岡隆也

指導保育士　川本さつき、

課長補佐兼保育係長　山端剛史、

児童係長　水野真樹、

子ども家庭相談室専門員　岡藤彰彦

教育長　青山守孝

教育文化部長　松井豊明

次長兼教育総務課長　布川一重

課長補佐　髙崎祥一郎、

課長補佐兼施設係長　日比野裕行

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計２２名　　　

	職務のため出席した者の職氏名
	議長　正木祥豊　

議会事務局長補佐　貝沼圭子　　専門員　山田伸恵

	会議録
	別紙のとおり


別紙
委員長　　　　開会宣言
議長　　　　　あいさつ
市長　　　　　あいさつ

議案第42号
子育て支援課長　議案第42号　長久手市子ども・子育て会議条例の制定について　説明
田委員　　　　子ども・子育て会議、委員は15人以内で組織するとあるが、何人を
　　　　　　　想定しているか。
課長補佐　　　　概ね15名を想定している。
田委員　　　　公募とあるが、どのような方法をとるか。
子育て支援課長　市のホームページや広報による。
田委員　　　　ひまわりネットワークの活用は考えないか。
子育て支援課長　今、予定はしていないが、検討課題としていく。
委員長　　　　　子ども・子育て関連３法とはどのようなものか。また、国でも、子ど
　　　　　　　も・子育て会議の設置があるが、市町村に設置を求められる理由は何か。
国が設置する会議との関係はどのようか。
子育て支援課長　子ども・子育て関連３法は、子ども・子育て支援法、総合こども園法、
関係整備法である。平成27年施行の子ども・子育て新制度の中で、子ど
も・子育て支援事業計画の策定が義務付けられている。子ども・子育て
会議を設置し、検討したことを子ども・子育て支援事業計画に反映して
いくものであり、国の子ども・子育て会議とは上下の関係はない。
委員長　　　　　２年後の施行により、現行の保育園はどう変わるか。
子育て支援課長　市の義務は変わらない。国の子ども・子育て会議の中で、「保育に欠け
る」が、「保育の必要」に変わり、保育を必要とする基準を定めようとし
ている。今後、保育を必要とする基準が国から示されるので、市の子ど
も・子育て会議で市の基準を協議することになる。
委員長　　　　　子ども・子育て会議の中で、保育所に対する需要について議論され、
公立保育所の設置を提案できるのか。
子育て支援課長　子ども・子育て支援事業計画の策定が重要であるが、ニーズを調査し、
公立公設保育園が足りないということであれば、検討の余地はある。
岡崎委員　　　　少子化、景気低迷の中、正規職員、アルバイト、パートと雇用の形態
　　　　　　　も多様化している。社会全体で支えあう仕組みづくりが大切と考えるの
　　　　　　　で、よろしくお願いします。
子育て支援課長　　ご意見ありがとうございます。

質疑及び意見を終了
討論
反対討論なし
賛成討論なし
議案第42号長久手市子ども・子育て会議条例の制定については、全員が賛成。
議案第42号は、原案のとおり可決
　　

委員長　　　　　所管事務調査を行うので、説明を求める。

教育総務課長　　「三ケ峯地域登校時のＮ-バス増発の申入れ」の進捗状況について説明

安心安全課長　　「三ケ峯地域登校時のＮ-バス増発の申入れ」の進捗状況について説明　

委員長　　　　　子供たちの通学上の安全性については、教育総務課、安心安全課がお

いにどう協議したか。

教育総務課長　　学校、安心安全課、教育総務課が協議し、通学路に危険か所がないか

認した。保護者、ボランティアには、通学時の付き添いをしていただい

いる。また、一ノ井の交差点では、信号が青の時点で到着しても、余裕

持って渡れるよう次の青信号で渡るように指導している。

安心安全課長　　現場確認し、白線がうすくなっていたり、雨天時水につかる歩道を補

　　　　　　　修している。

佐野委員　　　　交通指導員の増員はしないか。

安心安全課長　　予算特別委員会でも要望があり、今年度見直していく。

加藤武委員　　　三ケ峯分団は三ケ峯東と三ケ峯西の分団に分け、東の方はＮ-バスに乗

　　　　　　　車できるが、西は乗車できないことに関して、保護者、児童からの不満

はないか。

教育総務課長　　学校を通して、聞いているが、今のところ意見はない。

加藤武委員　　　直接、確認しなくては、意見は出ないのではないか。

教育総務課長　　学校が一つの窓口である。学校とは連絡を取っている。この件の保護

者への通知も、ＰＴＡ会長、ＰＴＡ地域活動部長、三ケ峯地区委員、学

校長の連名で出している。

すえ委員　　　　児童にも意見を聞くべきだ。子どもたちは何と言っているか。

教育総務課長　　直接、聞いてはいないが、毎週、分団会議を行い、分団で困ったこと

がないか聞いているが、特に意見はない。

岡崎委員　　　　次のＮ-バスのダイヤ編成までの間に、要望があった場合でも編成はし

ないのか。

安心安全課長　　Ｎ-バスのダイヤ編成は、この案件の解決だけを考えるのでなく、公共

交通会議にはなり、市全体を見て編成していかなくてはならない。

委員長　　　　　民家が少なく、早朝、車の通行量が多いこの地区においては、交通安

全上、Ｎ-バス使用を考慮されないといけないのではないか。

安心安全課長　　防犯上、民家が少ないので、事業所等にも呼びかけをしている。

　　　　　　　朝のＮ-バス使用はできなくなったが、下校時刻が異なるため物理的に可能であれば、下校時のＮ-バス使用を認めている。

委員長　　　　　一回り大きいバスを借上げしないか。

安心安全課長　　検討したが、２か所通過できない場所ができる。

加藤委員　　　　三ケ峯西分団の子どもたちが徒歩通学となり、三ケ峯東分団の人がＮ-

バスに乗車し追いこしていく状況はよくないと考える。現在、三ケ峯西分団の子どもは８人だが、今後増えていくであろう。三ケ峯西分団の子どもも乗車できる用意をしなくてはいけない。

教育総務課長　　パークサイドヒルズの児童数増加が懸案である。Ｎ-バスの再編を見据えながら、連絡を取り検討していく。

川合委員　　　　三ケ峯東の児童数予測はどうか。

教育総務課長　　ニュータウンは、昭和40年に認可の団地であるが、児童数は横ばいで、減少傾向はない。

川合委員　　　　パークサイドヒルズの早朝一般利用者はどのくらいか。

安心安全課長　　１、２名である。三ケ峯公園からの乗車はない。

委員長　　　　　「三ケ峯地域登校時のＮ-バス増発の申入れ」の進捗状況についての所

　　　　　　　管事務調査を終了。

委員長　　　　　次に、平成24年度事業小学校校庭への植樹事業の結果についての所管

事務調査

教育総務課長　　平成24年度事業小学校校庭への植樹事業の結果について説明

岡崎委員　　　　今回の植樹の反省点などはあるか。

教育総務課長　　ＰＴＡ，地域等、多くの方が協力してくれた。反省点は、普通の植樹

　　　　　　　と違う宮脇方式の周知がきちんとできたかという点。また、植えて終わ

りでなく、成長する中で、地域とどうかかわるかが課題である。

加藤武委員　　　東小、北中の植樹本数が違うがどうが、費用はどうか。

課長補佐　　　　北中は約6,000本の植樹を行ったが、土壌改良等の費用は開校の為の

　　　　　　植栽工事費に含んでいるため、東小の約270本植樹の肥料等の費用は本

　　　　　　工事に含まれていた。通常でいくと、東小約270本植樹した費用と同額

になった。

佐野委員　　　　長小、西小では、植樹が見送りとなったが、事業計画をした時点で、

　　　　　　　学校にヒアリングしていなかったのか。

課長補佐　　　　学校の意見は聞いたが、具体的に検証する中で、支障がある事、困難

　　　　　　　である事が判明し見送った。

教育総務課長　　学校、地域協働で植樹する難しさを痛感した。しかし、学校、ＰＴＡ、

地域が顔を合わせるきっかけとなった。今後の管理について、地域共生

ステーションの会議でも提案していく。　

佐野委員　　　　北中は植樹が外構工事の中に入っていたが、市民で行うことになり、その費用はきちんと調整されているか。

教育総務課長　　調整されている。

委員長　　　　　平成24年度事業小学校校庭への植樹事業の結果についての所管事務査を終了。

休憩　　

午前１１時０６分休憩

　　　　午前１１時１５分再開

委員長　　　　　次に、平成24年度長久手市地域福祉に関する市民意識調査報告書につ

　　　　　　　いての所管事務調査

福祉課長　　　　平成24年度長久手市地域福祉に関する市民意識調査報告書について

　　　　　　　説明　

川合委員　　　　独居の高齢者が増えるが、地域の見守りとして、郵便局、新聞屋との

　　　　　　　協力関係はどうか。

福祉課長　　　　郵便局、新聞屋に協力を依頼する等、生活弱者を対象とした見守り協

　　　　　　　定の準備をしている。

委員長　　　 　７月１日の機構改革で、市民に直接関わる関係部署を集約したくらし文

　　　　　　　化部とどう連携していくか。

福祉課長　　 　 地域福祉計画と活動計画については、長久手市としての今後のまちづくり計画を施行した福祉の計画として策定するものである。５月に福祉計画策定委員会を立ち上げ、また、役所の中でも職員の縦割りにならないよう、係長、補佐23名で構成のプロジェクトクトチームを作った。福祉の計画といえどもコミュニティーの政策、他の政策と絡んでいるので、他の部署とも連携し長久手市の計画として策定できるよう進めている。

委員長　　　 　平成２４年度長久手市地域福祉に関する市民意識調査報告書についての所管事務調査終了

委員長　　 　　次に、温泉交流施設等運営計画策定業務報告書について説明　　　　　　　　

長寿課長　　 　温泉交流施設等運営計画策定業務報告書について説明

委員長　　　 　報告書によると競合施設３つと比較しても評価が低い。リニューアル後、

一時客数は増加したが、その後の減少は更に大きい。更に投資するのか。

150円の入湯税を廃止し、客数を増やすべきではないか。経営の改善が必

要である。

長寿課長　　 　改善施策として、長期に影響を及ぼす新規事業施策としてハード面で１

つソフト面で２つ、短期に影響を及ぼす活性化施策として17項目の施策　　がある。３年サイクルでリニューアルを行い、利益を出す計画である。入湯税は、24年度は６億7,000万円であるが、入湯税をどうしていくかは検討材料である。

佐野委員　　  お金をかけ、リニューアルしたが、予想外の結果であったことを精査し

ないと、今回400万円かけ調査してもまた、同じである。３年サイクルと

いうことだが、指定管理期間をまたいでいる。１、２年の短期改善計画も

たてないと、３年サイクルの途中だから判断できないというのではいけな

い。

長寿課長　　　長久手温泉と協議する。

佐野委員　　 長久手温泉は市民に寄与した施設でなければならない。利用のないものに

公金を垂れ流していてはいけない。

福祉部長　　　市の持ち出しにならないような施設にしていく。

加藤委員　　　経営の内容は、担当課長では答えられない。改めて、温泉側の意見交換

の場を設けてほしい。

福祉部長　　　場を設ける。

議長　　　　　経営方針が変わったのか。赤字になって市の福祉施設にシフトしたなら

ば、明確にして行かなくてはいけない。

委員長　　　　温泉交流施設等運営計画策定業務報告書についての所管事務調査を終了。

次に、閉会中の継続調査について諮る。

　　　　　　　継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査す
ることを委員長が提案する。
　　　　　　　異議ないため、継続調査とし、継続調査申出事件一覧表を委員長から
議長に申し出ることで全委員了承する。

　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認
閉会宣言
　午前１１時５５分　終了
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。
平成２５年６月１８日
文教福祉委員会委員長　　原田　秀俊

	文教福祉委員会会議録　

	開会日
	平成２５年６月２６日（水）午前１１時０５分　

	閉会日
	平成２５年６月２６日（水）午前１１時５８分

	場　所
	長久手市役所西庁舎　２階　第７・８会議室

	出席委員
	委員長　  原田秀俊
副委員長　　岡崎つよし

委　　員　　加藤　武、川合保生、佐野尚人、すえ規代、

吉田ひでき

	欠席委員
	な　し

	欠　員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	市長　田一平

総務部行政課長　青山　均

契約検査係長　山本一裕

福祉部長　伊藤　泉

福祉部次長　三浦　肇

子育て支援課長兼相談室長　福岡隆也

指導保育士　川本さつき、

課長補佐兼保育係長　山端剛史、

児童係長　水野真樹、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計９名　　　

	職務のため出席した者の職氏名
	議長　正木祥豊　　

議会事務局長　野田和裕　　　　専門員　山田伸恵

	会議録
	下記のとおり


別紙
委員長　　　　開会宣言
議案第47号
子育て支援課長　議案第47号市が洞地区新設保育園（児童館併設）建築工事請負契約の締結について説明
すえ委員　　　　５者の内、守谷商会に決定した理由は何か。実績のある会社もあり、

２者辞退した理由は何か。

行政課長　　　　守谷商会に決定した理由は予定価格と最低制限価格の間で、一番低か

ったからである。２者辞退した理由は、積算した結果、予定価格を下回る

事ができなかったからである。

佐野委員　　　　本会議で、本市における守谷商会の実績はなし、近隣で建設している

状況も把握していないという答弁であったが、契約するにあたり確認し

た内容はどのようか。

行政課長　　　　守谷商会は長野市に本社があり、支店は松本、東京、北陸、名古屋に

ある。主に、長野県内で実績がある。
佐野委員　　　　エレベーターが設置されるが、児童が事故に巻き込まれないような安

全対策はしているか。

子育て支援課長　エレベーター利用は、主に園児、保護者及び配膳運搬用であるが、児

童利用の際には、目視等安全管理を行うよう指定管理者に伝える。

佐野委員　　　　エレベーターは児童が自由に使用できる環境なのか。

課長補佐　　　　エレベーターのスイッチにプログラムがあるので児童の利用を制限す

　　　　　　　ることも検討する。
加藤委員　　　　園庭に木がたくさんある理由はなにか。設計が独特であるが、市が要

望したのか。地形の高低差はどの程度か。

課長補佐　　　　プロポーザルの審査要綱に地形を有効に生かした設計、住宅の中なの

で、緑にあふれた設計、地域の安全性を踏まえた設計とした。地形の高

低差は東西で２～３mである。日照条件等から園庭を南にする制約はあ

った。
加藤委員　　　　駐車場は15台であるが、職員用は含まれるのか。
子育て支援課長　駐車場15台分は、職員分は１台分のみで、園児の送迎、来客用であ

る。職員は、市が洞小学校の職員同様、墓園予定地を考えている。
加藤委員　　　　今はよいが、墓園ができたら、どうするのか。

子育て支援課長　墓園は３期で整備するので、当面は利用できる。
佐野委員　　　　近隣住民からの要望のとりこぼしはあるか。

子育て支援課長　昨年11月から12月に、近隣説明会をし、プライバシー保護の要望

があり、建物の左右を低くし、圧迫感を少なくした。東の窓も開口部を

小さくした。また、遊戯室の騒音対策として、壁、天井に吸音材を入れ

た。７月に地域説明会をする。
佐野委員　　　　現状では、地域住民の理解は得られているか。

子育て支援課長　概ね了解を得られたと判断している。

すえ委員　　　　守谷商会の建設した施設を視察したか。東海３県での実績はないか。課長補佐　　　　視察はしていない。平成23年に、蟹江南保育園の改築工事をしてい

るので、見学したいと考えている。

川合委員　　　　守谷商会は長野市にビックハットというスケート場を建設した会社で

あるが、近隣での実績はない。大丈夫か。

行政課長　　　　条件をクリアした業者である。

議長　　　　　　粉飾決算があった会社であるが承知しているか。

行政課長　　　　問題ないと考える。

川合委員　　　　保育施設は平面が基本と考える。山があってもよいが平面の園庭があ

った上の事である。

佐野委員　　　　木を植える理念も分かるが、集団で活動できる場を考慮し、植栽計画

　　　　　　　をしてはどうか。

子育て支援課長　ご意見を頂戴する。

原田委員　　　　指定管理者制度で運営するが、フラットな園庭を求める事業者が多け

れば、応募者が減ることを想定しなかったか。また、災害時には園庭が

児童の避難場所になるが、斜面の園庭でも安全な場所と言えるか。

子育て支援課長　この保育園は、園庭が施設の特徴である。指定管理者には独自の保育

プログラムがあり、施設の特徴を含め、利用者の選択肢を広げることで

保育サービスの向上につながると考えている。
質疑及び意見を終了
討論
反対討論なし
賛成討論なし

議案第47号市が洞地区新設保育園（児童館併設）建築工事請負契約の締結については、全員が賛成。
議案第47号は、可決

議案第45号
子育て支援課長　議案第45号長久手市保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について説明
佐野委員　　　　第17条第2項及び第18条第1項に規定する基準による適切な取扱い、

運営についてどのようにチェックするのか。

子育て支援課長　チェック体制については、定期、随時のモニタリングを考えている。

また、第三者機関の設置を検討したい。との答弁でした。
原田委員　　　　本会議での議案質疑で指定管理の費用について上限１億530万円と答

弁があった。市の運営と指定管理者による運営で、費用はどの程度抑え

ることができるのか。

子育て支援課長　保育園で約1,000万円。児童館の経費の大半は人件費となるが、現在

市の運営は児童館長以外の職員は嘱託員のため、市の運営のほうが若干

安くなると思う。
質疑及び意見を終了
討論
反対討論なし
賛成討論なし
議案第45号長久手市保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例については、全員が賛成。
議案第45号は、可決

議案第46号
子育て支援課長　議案第46号長久手市児童館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について説明
佐野委員　　　　条例には、指定管理者の指定の取消し等の規定があるが、どのよう場合を想定しているか。

課長補佐　　　　指定管理者が、要綱、仕様書に定める事項を再三の指導によっても行

　　　　　　　わない場合や財務上の不安が生じた場合等を想定している。
岡崎委員　　　　第13条に指定管理者が行う業務として、地域活動組織の育成及び支援

に関することとあるが、どのようなことをさすのか。

子育て支援課長　地域活動組織とは、自治会、子ども会、子育てサークル等で、これら

との連携を想定している。

質疑及び意見を終了
討論
反対討論なし
賛成討論なし
議案第46号長久手市児童館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例については、全員が賛成。
議案第46号は、可決
次に、閉会中の継続調査について諮る。

　　　　　　　継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査す
ることを委員長が提案する。
　　　　　　　異議ないため、継続調査とし、継続調査申出事件一覧表を委員長から
議長に申し出ることで全委員了承する。
　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認
閉会宣言
　午前１１時５８分　終了
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。
平成２５年６月２６日
文教福祉委員会委員長　　原田秀俊
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